
(57)【要約】

【課題】中空円筒状素材の内周部を成形する絞り加工に

おいて、１回の絞り加工で所望の形状に成形することの

できる絞り加工方法及びその装置を提供すること。

【解決手段】回転する主軸２の先端に中空円筒状のワー

クＷを取り付け、ワークＷの内径寸法より大径寸法とし

たマンドレル３をワーク内周部に押圧挿入し、絞りロー

ラＲ１をワークＷの外周面に当接して絞り加工を施す絞

り加工方法において、絞りローラＲ１の周面に、ワーク

Ｗの周面と当接する当接部分を複数設けた絞りローラＲ

１によって絞り加工を施す。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 回 転 す る 主 軸 先 端 に 中 空 円 筒 状 の ワ ー ク を 取 り 付 け 、 前 記 ワ ー ク の 内 径 寸 法 よ り 大 径 寸
法 と し た マ ン ド レ ル を ワ ー ク 内 周 部 に 押 圧 挿 入 し 、 絞 り ロ ー ラ を 前 記 ワ ー ク の 外 周 面 に 当
接 し て 絞 り 加 工 を 施 す 絞 り 加 工 方 法 に お い て 、 絞 り ロ ー ラ 周 面 に 、 ワ ー ク 周 面 と 当 接 す る
当 接 部 分 を 複 数 設 け た 絞 り ロ ー ラ に よ っ て 絞 り 加 工 を 施 す こ と を 特 徴 と す る 絞 り 加 工 方 法
。
【 請 求 項 ２ 】
　 主 軸 先 端 に 円 筒 状 の ワ ー ク を 把 持 固 定 す る チ ャ ッ ク と 、 前 記 主 軸 に 対 向 し た 位 置 で ワ ー
ク の 内 周 部 に 押 圧 挿 入 す る マ ン ド レ ル を 配 備 し た 押 圧 台 と 、 ワ ー ク に 絞 り 加 工 を 施 す 絞 り
ロ ー ラ を 配 設 し た 工 具 台 と か ら な り 、 前 記 工 具 台 を 主 軸 と 平 行 か つ 直 交 し て 移 動 可 能 に 配
設 し た 絞 り 加 工 装 置 に お い て 、 前 記 工 具 台 に 配 設 し た 絞 り ロ ー ラ に は 、 ワ ー ク 周 面 と 当 接
す る 当 接 部 分 を 複 数 設 け た こ と を 特 徴 と す る 絞 り 加 工 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 中 空 円 筒 状 素 材 の 絞 り 加 工 を 行 う 絞 り 加 工 方 法 及 び そ の 装 置 に 関 し 、 特 に 、
中 空 円 筒 状 素 材 の 内 周 部 を 成 形 す る 絞 り 加 工 方 法 及 び そ の 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 例 え ば 中 空 円 筒 状 素 材 （ 以 下 、 「 ワ ー ク 」 と い う 。 ） に 絞 り 加 工 を 施 し 、 そ の 内
周 部 を マ ン ド レ ル の 段 差 に 応 じ た 形 状 （ 内 歯 歯 車 形 状 や 段 が つ い た 内 周 面 形 状 ） に 成 形 す
る 必 要 が あ る 場 合 、 そ の 加 工 方 法 と し て は 、 ワ ー ク を 回 転 主 軸 に 固 定 し 、 主 軸 に 対 向 し て
配 設 す る 押 圧 台 先 端 に 配 備 し た マ ン ド レ ル を ワ ー ク 内 周 部 に 圧 入 し 、 工 具 台 に 配 設 し た 絞
り 加 工 用 の 絞 り ロ ー ラ に よ っ て ワ ー ク 外 周 面 を ス ピ ニ ン グ 加 工 す る 方 法 が 採 用 さ れ て い る
（ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 加 工 方 法 に 用 い る 絞 り 加 工 装 置 を 図 ５ に 示 す 。 こ の 絞 り 加 工 装 置 ２ ０ は 、 回 転 主 軸
２ に 配 設 し た チ ャ ッ ク ４ と 、 該 回 転 主 軸 ２ に 対 向 し て 配 設 し 、 チ ャ ッ ク ４ に 取 り 付 け た ワ
ー ク Ｗ の 内 周 部 に 圧 入 す る マ ン ド レ ル ３ を 配 設 し た 押 圧 台 ８ と 、 チ ャ ッ ク ４ に 取 り 付 け た
ワ ー ク Ｗ の 外 周 面 に 絞 り 加 工 を 施 す 絞 り ロ ー ラ Ｒ ３ を 配 備 し た 工 具 台 ５ と か ら な る 。 マ ン
ド レ ル ３ は 、 回 転 主 軸 ２ と と も に 回 動 す る よ う に 押 圧 台 ８ に ベ ア リ ン グ 等 を 介 し て 回 動 自
在 に 取 り 付 け る よ う に し て い る 。
　 押 圧 台 ８ は 、 回 転 主 軸 ２ の 軸 芯 方 向 と 平 行 に 移 動 す る よ う に 移 動 台 ９ に 敷 設 し た 走 行 レ
ー ル ９ ａ 上 に 載 置 し 、 パ ル ス モ ー タ 等 の 適 宜 手 段 で 移 動 可 能 に 配 設 す る 。
　 工 具 台 ５ は 、 回 転 主 軸 ２ の 軸 芯 方 向 と 直 角 に 移 動 す る よ う に 走 行 台 ６ に 敷 設 し た 走 行 レ
ー ル ６ ａ 上 に 載 置 し 、 移 動 台 ９ と 同 様 に パ ル ス モ ー タ 等 の 適 宜 手 段 で 移 動 可 能 に 配 設 す る
。 ま た 、 走 行 台 ６ も 、 回 転 主 軸 ２ の 軸 芯 方 向 に 移 動 可 能 と な る よ う に 移 動 台 ７ に 敷 設 し た
移 動 レ ー ル ７ ａ 上 に 載 置 し 、 押 圧 台 ８ 、 工 具 台 ５ と 同 様 に パ ル ス モ ー タ 等 の 適 宜 手 段 で 移
動 可 能 に 配 設 す る 。
　 マ ン ド レ ル ３ の 形 状 は 、 最 終 製 品 の 内 周 面 形 状 を 転 造 す る た め の 所 望 の 形 状 を 選 択 す る
こ と が で き 、 例 え ば 図 ６ ～ ７ に 示 す よ う に 、 素 材 Ｗ の 内 径 寸 法 と 等 し い 外 径 寸 法 と さ れ た
円 筒 部 ３ ａ と 、 素 材 Ｗ の 内 径 寸 法 よ り も 大 の 外 径 寸 法 と さ れ た 段 差 部 ３ ｂ と 、 絞 り 加 工 に
よ っ て ワ ー ク Ｗ の 肉 流 れ を 規 制 す る フ ラ ン ジ 部 ３ ｃ と か ら 構 成 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 構 成 に お い て 、 被 加 工 物 で あ る ワ ー ク Ｗ を チ ャ ッ ク ４ に 把 持 固 定 す る （ 図 ６ （ ａ ）
参 照 ） 。 そ し て 、 押 圧 台 ８ を 主 軸 ２ 側 に 移 行 せ し め 、 マ ン ド レ ル ３ の 先 端 部 分 で あ る 円 筒
部 ３ ａ を ワ ー ク Ｗ の 内 周 部 に 挿 入 す る （ 図 ６ （ ｂ ） 参 照 ） 。 そ の 後 、 更 に 押 圧 台 ８ を 主 軸
２ 側 に 移 行 さ せ 、 マ ン ド レ ル ３ の 段 差 部 ３ ｂ を ワ ー ク Ｗ の 内 周 部 に 押 し 込 む 。 こ れ に よ っ
て 、 ワ ー ク Ｗ の 端 部 が 拡 開 す る （ 図 ６ （ ｃ ） 参 照 ） 。 こ の 際 、 ワ ー ク Ｗ の 端 面 と マ ン ド レ
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ル ３ の フ ラ ン ジ 部 ３ ｃ と の 間 に は 、 絞 り 加 工 に よ っ て ワ ー ク Ｗ の 内 径 寸 法 が 大 径 と な る 際
に 生 じ る 肉 流 れ の 量 に 応 じ た 隙 間 ｓ を 設 け る よ う に し て い る 。
　 マ ン ド レ ル ３ を ワ ー ク Ｗ の 内 周 部 に 押 圧 挿 入 し た 状 態 で 、 あ る い は 押 圧 挿 入 し な が ら 、
電 動 機 等 の 駆 動 装 置 Ｍ に よ っ て 回 転 主 軸 ２ を 回 転 さ せ 、 図 ７ （ ａ ） に 示 す よ う に 絞 り ロ ー
ラ Ｒ ３ を ワ ー ク Ｗ の 円 周 部 に 当 接 さ せ 、 ワ ー ク Ｗ の 当 初 の 外 径 （ 外 周 部 ） に 沿 っ て 、 矢 符
Ｘ の 方 向 で あ る 、 主 軸 ２ か ら 押 圧 台 ８ に 向 か っ て 絞 り 加 工 を 施 す 。
　 そ し て 、 マ ン ド レ ル ３ の フ ラ ン ジ 部 ３ ｃ 近 傍 ま で 絞 り 終 わ っ た と き （ 図 ７ （ ａ ） 二 点 鎖
線 参 照 ） 、 絞 り ロ ー ラ Ｒ ３ を ワ ー ク Ｗ か ら 離 間 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 こ の 絞 り 加 工 装 置 を 用 い た 絞 り 加 工 方 法 で は 、 絞 り ロ ー ラ Ｒ ３ で 、 １ 回 絞 り 加
工 を 施 し た だ け で は 、 ス プ リ ン グ バ ッ ク 等 の 要 因 で 、 図 ７ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 マ ン ド レ
ル ３ の 段 差 部 ３ ｂ と ワ ー ク Ｗ の 内 周 部 と の 間 に 隙 間 が 生 じ る と と も に 、 端 部 外 周 も 若 干 拡
開 し た 状 態 と な り 、 所 望 の 形 状 と な ら な い た め 、 図 ７ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 絞 り ロ ー ラ Ｒ
３ に よ る 絞 り 加 工 を ２ 回 以 上 行 う 必 要 が あ る と い っ た 問 題 が あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ２ ３ ９ ４ ７ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 従 来 の 絞 り 加 工 方 法 の 有 す る 問 題 点 に 鑑 み 、 中 空 円 筒 状 素 材 の 内 周 部 を
成 形 す る 絞 り 加 工 に お い て 、 １ 回 の 絞 り 加 工 で 所 望 の 形 状 に 成 形 す る こ と の で き る 絞 り 加
工 方 法 及 び そ の 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 絞 り 加 工 方 法 は 、 回 転 す る 主 軸 先 端 に 中 空 円 筒 状 の
ワ ー ク を 取 り 付 け 、 前 記 ワ ー ク の 内 径 寸 法 よ り 大 径 寸 法 と し た マ ン ド レ ル を ワ ー ク 内 周 部
に 押 圧 挿 入 し 、 絞 り ロ ー ラ を 前 記 ワ ー ク の 外 周 面 に 当 接 し て 絞 り 加 工 を 施 す 絞 り 加 工 方 法
に お い て 、 絞 り ロ ー ラ 周 面 に 、 ワ ー ク 周 面 と 当 接 す る 当 接 部 分 を 複 数 設 け た 絞 り ロ ー ラ に
よ っ て 絞 り 加 工 を 施 す こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 前 記 絞 り 加 工 方 法 を 実 施 す る た め の 本 発 明 の 絞 り 加 工 装 置 は 、 主 軸 先 端 に 円 筒 状
の ワ ー ク を 把 持 固 定 す る チ ャ ッ ク と 、 前 記 主 軸 に 対 向 し た 位 置 で ワ ー ク の 内 周 部 に 押 圧 挿
入 す る マ ン ド レ ル を 配 備 し た 押 圧 台 と 、 ワ ー ク に 絞 り 加 工 を 施 す 絞 り ロ ー ラ を 配 設 し た 工
具 台 と か ら な り 、 前 記 工 具 台 を 主 軸 と 平 行 か つ 直 交 し て 移 動 可 能 に 配 設 し た 絞 り 加 工 装 置
に お い て 、 前 記 工 具 台 に 配 設 し た 絞 り ロ ー ラ に は 、 ワ ー ク 周 面 と 当 接 す る 当 接 部 分 を 複 数
設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 絞 り 加 工 方 法 及 び そ の 装 置 に よ れ ば 、 絞 り ロ ー ラ 周 面 に 、 ワ ー ク 周 面 と 当 接 す
る 当 接 部 分 を 複 数 設 け た 絞 り ロ ー ラ に よ っ て 絞 り 加 工 を 施 す か ら 、 ス プ リ ン グ バ ッ ク 等 の
要 因 に よ っ て 外 側 に 拡 が ろ う と す る ワ ー ク 端 部 に 対 し て １ 度 の 絞 り 加 工 で 複 数 回 の 押 圧 を
行 う こ と が で き る か ら 、 １ 回 の 絞 り 加 工 で 所 望 の 形 状 に 成 形 す る こ と の で き る 絞 り 加 工 方
法 及 び そ の 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 塑 性 加 工 方 法 の 実 施 の 形 態 を 、 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 尚 、 従 来 装 置
と 同 様 の 構 造 に つ い て は 同 一 の 符 号 、 一 連 の 符 号 を 付 し 説 明 を 省 略 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ ～ ３ に 、 本 発 明 の 絞 り 加 工 方 法 及 び そ の 装 置 の 第 １ 実 施 例 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 本 発 明 の 絞 り 加 工 装 置 １ は 、 架 体 １ １ 上 に モ ー タ 等 の 駆 動 装 置 Ｍ に よ っ て 回 動 可 能 に 配
設 し た 主 軸 ２ と 、 該 主 軸 ２ 先 端 に 円 筒 状 の ワ ー ク Ｗ を 取 り 付 け る チ ャ ッ ク ４ と 、 前 記 主 軸
２ に 対 向 し た 位 置 で ワ ー ク Ｗ を チ ャ ッ ク ４ に 取 り 付 け た ワ ー ク Ｗ の 内 周 部 に 圧 入 す る マ ン
ド レ ル ３ を 先 端 に 配 設 し た 押 圧 台 ８ と 、 ワ ー ク Ｗ に 絞 り 加 工 を 施 す 絞 り ロ ー ラ Ｒ １ を 配 設
し た 工 具 台 ５ と か ら な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 工 具 台 ５ は 、 従 来 例 と 同 様 、 走 行 台 ６ 、 移 動 台 ７ に よ っ て 主 軸 ２ と 平 行 か つ 直 交 方 向 に
移 動 可 能 と し て い る 。 尚 、 走 行 台 ６ と 移 動 台 ７ の 移 動 方 向 は 従 来 例 と 同 様 に 、 走 行 台 を 主
軸 ２ と 直 交 方 向 に 、 移 動 台 ７ を 主 軸 ２ と 平 行 方 向 に 動 く 例 を 示 す が 、 そ の 方 向 は 走 行 台 を
主 軸 ２ と 平 行 に 、 移 動 台 ７ を 主 軸 ２ と 直 交 方 向 に 構 成 し て も 構 わ な い 。
　 ま た 、 本 実 施 例 で は 、 工 具 台 ５ を １ 基 配 設 し 、 絞 り ロ ー ラ Ｒ １ も １ つ で 加 工 す る 例 を 示
す が 、 主 軸 ２ の 軸 芯 を 境 に 対 と な る よ う に 工 具 台 ５ を 配 設 し 、 ワ ー ク Ｗ を 挟 ん で 対 向 し て
配 置 し た ２ つ の 絞 り ロ ー ラ Ｒ １ に よ っ て 加 工 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ し て 、 本 発 明 の 絞 り 加 工 装 置 １ の 工 具 台 ５ に 配 備 し た 絞 り ロ ー ラ Ｒ １ は 、 ワ ー ク 周 面
と 当 接 す る 当 接 部 分 を 複 数 設 け る よ う に し て い る も の で 、 実 施 例 １ で は 、 図 ２ に 示 す よ う
に 、 ２ 箇 所 の 当 接 部 分 ａ １ 、 ａ ２ を 設 け た 例 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 当 接 部 分 ａ １ 、 ａ ２ は 、 絞 り ロ ー ラ Ｒ １ の 周 面 に 形 成 す る も の で 、 図 例 の よ う に 、
間 に 谷 部 ｂ を 形 成 し 、 一 定 の 距 離 を あ け て 形 成 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 構 成 の 絞 り 加 工 装 置 １ を 用 い て 中 空 円 筒 状 の ワ ー ク Ｗ の 内 周 部 を 成 形 す る 成 形 加 工
方 法 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま ず 、 従 来 例 と 同 様 に 、 工 具 台 ５ を 主 軸 ２ の 先 端 に 配 設 し た チ ャ ッ ク ４ と 押 圧 台 ８ の 先
端 に 配 設 す る マ ン ド レ ル ３ に 干 渉 し な い 場 所 に 位 置 さ せ 、 ワ ー ク Ｗ を 手 動 又 は 自 動 の 搬 送
装 置 に よ っ て チ ャ ッ ク ４ に 取 り 付 け 、 把 持 圧 固 定 す る （ 図 ６ （ ａ ） 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ の 後 、 押 圧 台 ８ を 主 軸 ２ 側 に 移 行 さ せ 、 マ ン ド レ ル ３ の 段 差 部 ３ ｂ を ワ ー ク Ｗ の 内 周
部 に 押 し 込 む （ 図 ３ （ ａ ） 参 照 ） 。 こ の 際 、 従 来 例 と 同 様 に 、 ワ ー ク Ｗ の 端 面 と マ ン ド レ
ル ３ の フ ラ ン ジ 部 ３ ｃ と の 間 に は 、 絞 り 加 工 に よ っ て ワ ー ク Ｗ の 内 径 寸 法 が 大 径 と な る 際
に 生 じ る 肉 流 れ の 量 に 応 じ た 隙 間 ｓ を 設 け る よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ し て 、 マ ン ド レ ル ３ を ワ ー ク Ｗ の 内 周 部 に 押 圧 挿 入 し た 状 態 で 、 あ る い は 押 圧 挿 入 し
な が ら 、 電 動 機 等 の 駆 動 装 置 Ｍ に よ っ て 回 転 主 軸 ２ を 回 転 さ せ 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に
絞 り ロ ー ラ Ｒ １ を ワ ー ク Ｗ の 円 周 部 に 当 接 さ せ な が ら ワ ー ク Ｗ の 当 初 の 外 径 （ 外 周 部 ） に
沿 っ て 、 矢 符 Ｘ の 方 向 で あ る 主 軸 ２ か ら 押 圧 台 ８ に 向 か っ て 絞 り 加 工 を 施 す 。 こ の 際 、 絞
り 加 工 は マ ン ド レ ル ３ を 圧 入 し た こ と に よ っ て 拡 開 し た 拡 開 ラ イ ン Ｌ を 越 え た と こ ろ か ら
開 始 さ れ 、 絞 り ロ ー ラ Ｒ １ の 当 接 部 分 ａ １ が ワ ー ク Ｗ の 周 面 を マ ン ド レ ル ３ 側 に 押 圧 し な
が ら 絞 り 加 工 を 施 す が 、 絞 り 加 工 を 施 し た ワ ー ク Ｗ の 周 面 は 、 絞 り ロ ー ラ Ｒ １ の 当 接 部 分
ａ １ が 通 過 し た と き に ス プ リ ン グ バ ッ ク に よ っ て 拡 開 し よ う す る 。 し か し 、 本 発 明 の 絞 り
ロ ー ラ Ｒ １ で は 、 当 接 部 分 ａ １ を 越 え 、 更 に 、 谷 部 ｂ を 越 え た と こ ろ で 次 の 当 接 部 分 ａ ２
が 拡 開 し よ う と す る ワ ー ク Ｗ の 周 面 を 更 に 押 圧 し な が ら 絞 り 加 工 を 施 す か ら 、 ス プ リ ン グ
バ ッ ク に よ る 戻 り 量 を 最 小 限 に 抑 え 、 １ 回 の 絞 り 加 工 に よ っ て 所 望 の 形 状 に 成 形 す る こ と
が で き る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ４ に 、 本 発 明 の 絞 り 加 工 方 法 及 び そ の 装 置 に 使 用 す る 絞 り ロ ー ラ の 第 ２ 実 施 例 を 示 す
。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 本 実 施 例 の 絞 り 加 工 装 置 １ に 使 用 す る 絞 り ロ ー ラ Ｒ ２ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ワ ー ク Ｗ
の 周 面 と 当 接 す る 当 接 部 分 を ３ 箇 所 、 そ の 間 の 谷 部 ｂ を ２ 箇 所 設 け た も の で 、 当 接 部 分 ａ
１ ～ ａ ３ に よ っ て １ 回 の ロ ー ラ 移 動 で 、 ３ 回 ワ ー ク Ｗ の 周 面 を 押 圧 し な が ら 絞 り 加 工 を 施
す こ と が で き る 。 従 っ て 、 実 施 例 １ の 場 合 よ り も ス プ リ ン グ バ ッ ク の 大 き な 特 性 の 素 材 の
場 合 や マ ン ド レ ル ３ の 円 筒 部 ３ ａ と 段 差 部 ３ ｂ と の 外 径 差 が 大 き く 、 ワ ー ク Ｗ の 端 部 が 大
き く 拡 開 す る 場 合 な ど で も 、 有 効 に ス プ リ ン グ バ ッ ク に よ る 戻 り 量 を 最 小 限 に 抑 え 、 １ 回
の 絞 り 加 工 に よ っ て 所 望 の 形 状 に 成 形 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 絞 り 加 工 方 法 及 び そ の 装 置 に つ い て 、 実 施 例 に 基 づ い て 説 明 し た が 、 本
発 明 は 上 記 実 施 例 に 記 載 し た 構 成 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 そ の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲
に お い て 適 宜 そ の 構 成 を 変 更 す る こ と が で き る も の で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 絞 り 加 工 方 法 及 び そ の 装 置 は 、 絞 り ロ ー ラ の 周 面 に 、 ワ ー ク 周 面 と 当 接
す る 当 接 部 分 を 複 数 設 け 、 ス プ リ ン グ バ ッ ク に よ る 戻 り 量 を 最 小 限 に 抑 え 、 １ 回 の 絞 り 加
工 に よ っ て 所 望 の 形 状 に 成 形 す る こ と が で き る と い う 特 性 を 有 し て い る こ と か ら 、 新 規 の
絞 り 加 工 装 置 に 適 用 す る だ け で な く 、 既 設 の 絞 り 加 工 装 置 に も 絞 り ロ ー ラ を 変 更 す る 改 造
を 行 う こ と に よ っ て 好 適 に 用 い る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 絞 り 加 工 装 置 の 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 絞 り 加 工 装 置 に 使 用 す る 絞 り ロ ー ラ の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 絞 り 加 工 装 置 を 使 っ た 加 工 方 法 を 示 す 説 明 図 で 、 （ ａ ） は 、 絞 り 加 工 前
の 状 態 を 、 （ ｂ ） は 、 絞 り ロ ー ラ で ワ ー ク 円 周 部 に 絞 り 加 工 を 施 し 始 め た 状 態 を 、 （ ｃ ）
は 、 絞 り ロ ー ラ で ワ ー ク 円 周 部 に 絞 り 加 工 を 終 了 し た 状 態 を 示 す 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 絞 り 加 工 装 置 に 使 用 す る 絞 り ロ ー ラ の 別 の 実 施 例 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 絞 り 加 工 装 置 の 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 絞 り 加 工 装 置 を 使 っ た 加 工 方 法 を 示 す 説 明 図 で 、 （ ａ ） は 、 絞 り 加 工 前 の
状 態 を 、 （ ｂ ） は 、 マ ン ド レ ル の 円 筒 部 を ワ ー ク に 挿 入 し た 状 態 を 、 （ ｃ ） は 、 マ ン ド レ
ル の 段 差 部 を ワ ー ク に 圧 入 し た 状 態 を 示 す 。
【 図 ７ 】 図 ６ に 続 く 従 来 の 絞 り 加 工 装 置 を 使 っ た 加 工 方 法 を 示 す 説 明 図 で 、 （ ａ ） は 、 絞
り ロ ー ラ で ワ ー ク 円 周 部 に 絞 り 加 工 を 施 し た 状 態 を 、 （ ｂ ） は 、 ス プ リ ン グ バ ッ ク に よ っ
て 絞 り 加 工 を 施 し た ワ ー ク 端 部 が 拡 開 状 態 に 戻 っ た 状 態 を 、 （ ｃ ） は 、 再 度 絞 り ロ ー ラ で
ワ ー ク 円 周 部 に 絞 り 加 工 を 施 し た 状 態 を 示 す 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 １ 　 　 絞 り 加 工 装 置
　 ２ 　 　 主 軸
　 ３ 　 　 マ ン ド レ ル
　 ３ ａ 　 チ ャ ッ ク
　 ４ 　 　 チ ャ ッ ク
　 ５ 　 　 工 具 台
　 ８ 　 　 押 圧 台
　 Ｒ １ 　 絞 り ロ ー ラ
　 Ｒ ２ 　 絞 り ロ ー ラ
　 ａ １ 　 当 接 部 分
　 ａ ２ 　 当 接 部 分
　 ａ ３ 　 当 接 部 分
　 Ｗ 　 　 ワ ー ク
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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